
薩摩川内市

長島町三島村

西之表市

中種子町

南種子町

十島村

龍郷町

瀬戸内町

天城町

伊仙町

奄美市 喜界町宇検村

屋久島町

大和村

徳之島町

和泊町

知名町
与論町

出水市

阿久根市

いちき
串木野市

伊佐市

鹿児島市

鹿児島市日置市

南九州市

枕崎市

指宿市

南大隅町

錦江町

肝付町

東串良町

大崎町鹿屋市

垂水市
志布志市

曽於市

霧島市
姶良市

南さつま市

湧水町さつま町

薩摩川内市

出水市中央公民館
平29.11.11（土）

国分シビックセンター
平28.8.11（木）

大隅中央公民館
平27.8.2（日）

西之表市民会館
平24.7.29（日）

屋久島離島
開発総合センター

平24.7.28（土）

屋久島町
総合センター

平28.11.5（土）

徳之島町
生涯学習センター

平29.7.29（土）

かごしま県民
交流センター

平23.10.29（土）
平30.9.1（土）

種子島
こり～な

平28.11.6（日）

指宿市中央公民館
平24.11.25（日）

ふれあいかせだ
平27.11.22（日）

日置市
中央公民館

平26.7.12（土）

薩摩川内市
中央公民館

平25.11.16（土）

加音ホール
平25.8.3（土）

県大島支庁
平26.7.26（土）

鹿屋市中央公民館
平23.11.27（日）

平成28年8月11日(木)
国分シビックセンター

・�観光客誘致促進策としての多目
的ドームの建設
・�グリーンツーリズムや食農教育
のＳＮＳや市報を活用したＰＲ
など

主なご意見

主なご意見 主なご意見

主なご意見

主なご意見

本会議、委員会の会議録、本会議や予算特別委員会
の模様がホームページからご覧いただけます。
スマートフォン、タブレット等にも対応しています。

鹿児島県議会

第 68 号

かごしま県議会だよりは､ 点字版､
音声版を発行しています｡ お問い
合わせは､ 県議会事務局まで｡

編 集· 発 行 　鹿 児 島 県 議 会
〠890－8577
鹿児島市鴨池新町10番１号
電  話 　099‐286‐2111㈹

平成30年12月28日 〔年２回発行〕

　「あなたのそばで県議会」は平成23年度から開催しており、県議会から県民の皆様に、議会の役割や活動内容等を直接お知らせし、
理解を深めていただきますとともに、地域の諸課題等について県民の皆様と直接、意見交換を行い、県政に反映させることにより、身
近で開かれた県議会となることを目的としています。� 〈写真掲載は、平成27年度～平成30年度開催分〉

７地域17会場に1500人を超える県民が参加

「あなたのそばで県議会」の歩み

・保育士の労働環境改善
・�固定資産税の免除による企業誘致策
など

・�さとうきびなどの種子島の基幹産業への
　補助事業の継続
・米の品種改良　など

・�離島出身者の離島航空路運賃の
　割引
・�奄美の世界自然遺産登録を踏ま
えたハブ対策　など

・�農業関係試験研究機関の今後の
　移転集約
・�指宿スカイラインの改修　など

・�県体育館の新設やドルフィンポートの検討
・自殺対策　など

・鳥獣被害対策
・乳幼児医療費の無料化　など

平成29年11月11日(土)
出水市中央公民館

平成28年11月6日(日)
種子島こり～な

平成29年7月29日(土)
徳之島町生涯学習センター

平成27年11月22日(日)
ふれあいかせだ

鹿児島
地域

熊毛
地域

姶良・伊佐
地域

大隅
地域

南薩
地域

大島
地域

北薩
地域

平成30年9月1日(土)
かごしま県民交流センター

平成28年11月5日(土)
屋久島町総合センター

平成27年8月2日(日)
大隅中央公民館

・若者雇用の促進策
・再造林の義務化　など

あなたのそばで県議会
意見交換会の会議録等
http://www.pref.kagoshima.jp/gikai/
anatanosoba/index.html

これまでの
開催場所

あなたのそばで県議会

主なご意見

主なご意見主なご意見



かごしま県議会だより第68号 平成30年12月28日㈮　発行　   （2）

　「認知症対策について」の政策提言を受け、平成３０年度から「世
界アルツハイマーデー」（９月２１日）を含む日曜日から土曜日まで
の一週間が「認知症を理解し一緒に歩む県民週間」として設定されま
した。
　県民の認知症に対する理
解を深め、認知症高齢者等
にやさしい地域づくりを進
めるため、県民週間初日と
なる９月１６日（日曜日）
に、県庁講堂においてシン
ポジウムが開催され、多く
の県民の方々が参加されま
した。

　「過疎・中山間地域の地域力強化について」の政策提言を受け、
県では、中山間地域等において、将来にわたって安心して暮らし続
けられるような仕組みづくりに取り組むため、「中山間地域等集落
活性化推進本部」が
設置されました。
　地域づくりの実践
者など、様々な方の
御意見や県議会にお
ける議論も踏まえ、
中山間地域等の集落
活性化に係る指針が
策定されることと
なっています。

　平成28年度の政策立案推進検討委員会の報告を受け、平成29年12月、議員提案により、「森林資源
の循環利用の促進に関するかごしま県民条例」、通称「かごしまみんなの森条例」が制定されました。
　この条例は、間伐などの手入れの行き届いていない人工林や、皆伐されたまま植林されずに放置され
た森林が増加しつつある現状を踏まえ、「植える」、「育てる」、「使う」、「植える」という森林資源の循
環利用を促進し、土砂災害の防止や地球温暖化の防止など、森林の有する公益的機能が発揮されるとと
もに、森林資源が将来にわたり活用され、地域が発展することを目指したものです。
　条例の施行を受け、健全で持続的な森林を維持するための再造林や間伐など、森林資源の循環利用を
促進するための施策が実施されています。

鹿
児
島
県
議
会
議
長

柴
立
　
鉄
彦

平
成
30
年
を
振
り
返
っ
て

　
今
年
は
、
記
録
的
な
豪
雨
や
相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
、
大
き
な
地
震
の
発
生
な
ど
、

大
規
模
な
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
本
県
に
お
い
て
も
、
４
月
の
硫
黄

山
で
の
２
５
０
年
ぶ
り
の
噴
火
に
伴
っ
て
、
川
内
川
流
域
の
湧
水
町
や
伊
佐
市
で
は
、

一
部
の
農
家
が
稲
作
を
中
止
す
る
な
ど
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月

の
大
雨
で
は
、
県
内
で
も
各
地
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
鹿
児
島
市
古
里
町
で
は
お

二
人
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
台
風
24
号
等
で
も
多
数
の
方
が
負
傷
さ

れ
た
ほ
か
、
住
宅
の
損
壊
、
農
作
物
へ
の
大
き
な
被
害
等
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
議
会

に
お
い
て
も
災
害
対
策
に
つ
い
て
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
明
治
維
新
１
５
０
周
年
の
節
目
の
年
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
30
年
で

す
が
、
大
河
ド
ラ
マ
『
西
郷
ど
ん
』
も
放
送
さ
れ
る
な
ど
、
鹿
児
島
が
話
題
に
な
っ

た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
就
任
か
ら
２
年
の
折
り
返
し
を
迎
え
た
三
反
園
県
政

と
は
、
県
勢
発
展
の
た
め
に
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々

な
県
政
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
常
任
委
員
会
や
海
外
経
済
交
流
促
進
等
特
別
委
員

会
、
議
員
連
盟
な
ど
の
積
極
的
な
活
動
も
展
開
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
に
は
、
県
民
と
県
議
会
と
の
意
見
交
換
会
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議

会
」
を
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
、県
民
の
皆
様
か
ら
、直
接
、

貴
重
な
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
頂
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
と

も
県
議
会
で
の
議
論
や
県
政
に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
は
、
平
成
か
ら
新
し
い
元
号
に
変
わ
る
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
本

県
に
お
い
て
は
、
２
０
２
０
年
の
国
体
や
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
を
控
え

準
備
を
万
全
に
す
る
と
同
時
に
、
新
た
な
総
合
体
育
館
整
備
や
鹿
児
島
港
本
港
区
エ

リ
ア
ま
ち
づ
く
り
な
ど
県
民
の
皆
様
の

関
心
の
高
い
、
こ
れ
か
ら
の
鹿
児
島
の

発
展
を
担
う
事
業
に
つ
い
て
、
議
会
で

の
議
論
も
本
格
化
す
る
重
要
な
年
に
な

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
県
議
会
と
し
て
、
県
民
の
皆
様
が
、

県
民
を
代
表
す
る
議
事
機
関
で
あ
る

議
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
な
が
ら
、
皆

様
の
多
様
な
ご
意
見
を
し
っ
か
り
把
握

し
、
そ
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
も
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

「認知症を理解し一緒に歩む県民週間」の設定 「中山間地域等集落活性化推進本部」の設置

かごしまみんなの森条例　施行１年「認知症対策」関連
図書のテーマ展示

認知症を理解し一緒に歩む県民週間
シンポジウム＝鹿児島県庁・９月

再造林施行箇所（造林補助事業） 間伐施行箇所
（ふるさとの森生産性強化対策事業）

中山間地域等集落活性化推進本部
＝鹿児島県庁・８月

　議会庁舎３階の議会図書室で
は、「認知症対策」等に関連す
る図書のテーマ展示を平成３０
年９月から行っています。
　県民の皆様にも閲覧していた
だくことができますので、是非、
御利用ください。

政策提言の成果

明治１５０年記念式典＝鹿児島市・５月

　政策立案推進検討委員会では、平成29年度、現地調査や関係者からの意見聴取を行うとともに、12回
に及ぶ委員会を開催し、委員間での議論を重ねた結果、「認知症対策」、「過疎・中山間地域の地域力強化」
について政策を取りまとめ、議会として、知事及び教育長へ提言を行いました。

　県議会では、政策立案機能の充実・強化を図るため政策立案推進検討
委員会を設置し、知事等に対する提言や政策条例の検討を行っています。
　県議会の政策提言は、県の各般の施策に反映されています。
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　各常任委員会は、それぞれ所管事項につい
て行政視察を実施し、審査又は調査の参考と
しています。

総

務

委

員

会

産
業
経
済
委
員
会

企
画
観
光
建
設
委
員
会

文
教
警
察
委
員
会

環
境
厚
生
委
員
会

まちづくり団体の皆さんとの意見交換
＝鹿屋市・10月

幼保連携型認定こども園の職員との
意見交換＝鹿児島市・７月

希少な野生動植物が棲息する
金作原原生林＝奄美市・11月

義務教育学校の授業を視察＝出水市・５月自動車学校職員との意見交換
＝西之表市・10月

地域振興に取り組む出水市地区コミュ
ニティ協議会との意見交換
＝出水市・11月

名瀬瀬戸内線（根瀬部国直工区）の宮古崎
トンネル工事現場＝大和村・５月

５
月　

姶
良
・
伊
佐
地
区

10
月　

大
隅
地
区
・
宮
崎
県

５
月　

十
島
地
区

７
月　

鹿
児
島
・
南
薩
地
区

10
月　

姶
良
・
伊
佐
、
北
薩
地
区
、
熊
本
県       

５
月　

北
薩
地
区

7
月　

鹿
児
島
・
姶
良
地
区
・
佐
賀
県

10
月　

熊
毛
地
区

商工会との意見交換＝南九州市・７月

伊佐市との意見交換＝伊佐市・５月

畜産農家の牛舎を視察＝十島村・５月

５
月　

奄
美
地
区

７
月　

鹿
児
島
・
南
薩
地
区

11
月　

北
薩
地
区
・
熊
本
県

５
月　

大
隅
地
区

7
月　

鹿
児
島
地
区
・
熊
本
県

11
月　

奄
美
地
区

活動レポート！（常任委員会行政視察）

○
共
生
・
協
働
の
取
組
に
つ
い
て

　
地
域
に
お
い
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
を
訪
問
し
、
設
立
趣
旨
や
取

組
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
地
域

活
性
化
策
や
法
人
等
の
運
営
上
の
課
題
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
県
土
の
保
全
・
生
活
環
境
・
交
通
体
系
の
整

備
等
に
つ
い
て

　
名
瀬
瀬
戸
内
線
（
根
瀬
部
国
直
工
区
）
等

の
道
路
整
備
状
況
や
名
瀬
港
の
港
湾
整
備
、

南
さ
つ
ま
市
大
浦
の
砂
防
事
業
な
ど
に
つ
い

て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
商
工
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
商
工
会
を
訪
問
し
、
事
業
者
の
経
営
や
新

た
な
需
要
開
拓
等
の
支
援
な
ど
、
関
係
団
体

と
連
携
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
課
題
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○�

地
域
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
地
域
活
性
化
や
地
域
の
魅
力
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を

訪
問
し
、
活
動
内
容
の
説
明
を
受
け
た
後
、

課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
教
育
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
義
務
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
加
工

品
開
発
等
を
行
っ
て
い
る
高
等
学
校
の
取
組

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
授
業
等
を
視
察
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
財
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
々
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
警
察
行
政
に
つ
い
て

　
警
察
署
の
業
務
内
容
や
事
件
事
故
の
発
生

状
況
、
交
番
・
駐
在
所
の
再
編
整
備
状
況
を

調
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
離
島
の
自
動
車
学
校
の
方
々
と
自

動
車
学
校
運
営
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
保
健
・
医
療
・
福
祉
対
策
に
つ
い
て

　
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
訪
問
し
、

子
育
て
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
ほ
か
、
県
立
大
島
病
院
を
訪
問
し
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
状
況
や
地
域
医
療
の
課

題
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
林
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
大
隅
の
花
木
生
産
組
合
を
訪
問
し
、
枝
物
生

産
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
ほ
か
、
林
業
の

成
長
・
産
業
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
森

林
組
合
や
森
林
事
業
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

○
環
境
対
策
に
つ
い
て

　
一
般
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
視

察
し
た
ほ
か
、
奄
美
地
域
に
お
け
る
世
界
自

然
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
現
地

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

○
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
事
業
等
を
活
用

し
、
景
勝
地
な
ど
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た

観
光
地
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

○
火
山
防
災
対
策
に
つ
い
て

　
活
動
を
続
け
る
霧
島
連
山
の
火
山
防
災
対

策
に
つ
い
て
、
伊
佐
市
役
所
に
お
い
て
硫
黄

山
噴
火
に
係
る
影
響
と
対
策
に
関
し
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
霧
島
市
役
所
に
お
い

て
、
新
燃
岳
の
防
災
対
策
に
関
し
て
、
住
民

等
に
対
す
る
噴
火
情
報
の
提
供
方
法
や
避
難

対
策
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

○
農
業
・
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

　
畜
産
業
の
取
組
や
漁
港
の
整
備
状
況
等
に

つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
畜
産
農
家
や
漁
業
関
係
の
方
々
と

農
水
産
業
の
現
状
と
課
題
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。



こ
の
印
刷
物
は
、
環
境
に
優
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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日本学生支援機構の視察調査
＝ベトナム・８月

ＨＩＣＴ社（ラックフェン港）の視察調査
＝ベトナム・８月

　
県
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
は
も
と
よ
り
、

鹿
児
島
県
議
会
議
員
政
治
倫
理
要
綱
を
定
め
、

県
内
全
域
に
お
い
て
次
の
こ
と
を
遵
守
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
（
自
筆
に
よ
る
答
礼
の
年
賀

状
や
親
族
等
へ
の
祝
儀
等
例
外
が
あ
り
ま
す
。）。

○
地
域
の
行
事
や
冠
婚
葬
祭
等
に
、
電
報
等
を

贈
ら
な
い
。

○
新
聞
等
へ
の
賛
助
広
告
や
年
賀
状
、
挨
拶
状

等
を
出
さ
な
い
。

○
中
元
、
歳
暮
、
餞
別
等
の
提
供
・
収
受
を
し

な
い
。
な
ど

虚
礼
廃
止
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

　
県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る

方
は
、
ど
な
た
で
も
県
議
会
に
請
願
・

陳
情
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
請
願
書
の

提
出
に
は
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　
請
願
・
陳
情
書
の
趣
旨
は
、
お
お
む

ね
１
５
０
０
文
字
以
内
で
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
日
の
２
日
前
ま
で
に
提
出

さ
れ
た
請
願
・
陳
情
書
が
そ
の
定
例
会

の
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

議
会
事
務
局
議
事
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

　
本
会
議
や
委
員
会
は
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
会
庁
舎
受
付

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
傍
聴
席
に

は
、
車
い
す
用
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
日
の
５
日

前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
議
会
庁
舎
を
見
学
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
先
﹀

【
議
会
傍
聴
】
議
会
事
務
局
議
事
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
３
３

【
庁
舎
見
学
】
議
会
事
務
局
総
務
課

☎
０
９
９
︱
２
８
６
︱
５
０
１
３

出水市立高尾野小学校のみなさん
＝県議会庁舎・10月

請
願
・
陳
情
の
提
出

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

鹿屋串良JＣT付近の現場研修
＝鹿屋市・11月

国土交通省への要望
＝東京都・11月

知事への要望＝鹿児島県庁・11月県観光業界等との意見交換
＝鹿児島県議会・9月

東
九
州
自
動
車
道
・
大
隅
縦
貫

道
建
設
促
進
及
び
国
道
５
０
４

号
整
備
促
進
議
員
連
盟

離
島
振
興
議
員
連
盟

伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
議

員
連
盟

観
光
産
業
議
員
連
盟

　
南
九
州
中
・
東
部
地
域
及
び
大
隅
半
島

の
振
興
の
た
め
、
東
九
州
自
動
車
道
等
の

建
設
促
進
に
資
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
11
月
に
は
、
沿
線
の
各
自
治
体
か
ら
多

く
の
職
員
等
も
参
加
し
、
東
九
州
自
動
車

道
鹿
屋
串
良
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
志
布
志
Ｉ
Ｃ
（
仮

称
）
等
の
工
事
の
状
況
を
視
察
し
、ま
た
、

国
土
交
通
省
等
に
対
し
、
全
線
開
通
に
向

け
た
整
備
推
進
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
県
内
の
離
島
の
特
性
を
生
か
し
た
自

立
的
発
展
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
た

め
、
離
島
振
興
計
画
等
に
基
づ
く
各
般

の
施
策
促
進
を
提
言
す
る
な
ど
の
目
的

で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
８
月
に
は
、
離
島
行
政
懇
談
会
に
出

席
し
、
離
島
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

つ
い
て
、
県
や
市
町
村
長
と
意
見
交
換

を
行
い
、
11
月
に
は
、
国
土
交
通
省
等

に
対
し
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措

置
法
の
延
長
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
大
島
紬
、
川
辺
仏
壇
及
び
薩
摩
焼
と

い
っ
た
本
県
が
誇
る
伝
統
的
工
芸
品
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
需
要
開
拓
や

新
分
野
進
出
な
ど
の
方
策
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
知
事
に
対
し
、
伝
統
的

工
芸
品
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興
発
展
に

向
け
た
取
組
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
本
県
の
観
光
産
業
を
促
進
し
、
観
光

関
係
諸
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

県
議
会
と
し
て
積
極
的
な
施
策
を
講
ず

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
に
は
、
県
観
光
業
界
及
び
行
政

関
係
者
と
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、

本
県
に
お
け
る
観
光
の
動
向
や
振
興

策
、
諸
問
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
、
11
月
に
は
、
知
事
に
対
し
、
県

の
当
初
予
算
編
成
で
の
観
光
の
振
興
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
活
性
化

議
員
連
盟

　
地
域
の
重
要
な
交
通
機
関
で
あ
る
肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
活
性
化
の
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
は
、
沿
線
の
阿
久
根
市
、
出

水
市
及
び
薩
摩
川
内
市
の
各
市
議
会
議

員
連
盟
と
合
同
で
、
関
係
機
関
、
民
間

団
体
等
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ

か
、
総
務
省
に
対
し
、
同
鉄
道
の
安
定

的
な
維
持
・
存
続
の
た
め
の
財
政
支
援

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

総務省への要望＝東京都・11月

さ
と
う
き
び
・
で
ん
ぷ
ん
用

か
ん
し
ょ
振
興
議
員
連
盟

　
さ
と
う
き
び
及
び
で
ん
ぷ
ん
用
か
ん

し
ょ
生
産
の
振
興
を
促
進
す
る
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
に
は
、
種
子
島
地
区
に
お
け
る
さ

と
う
き
び
関
連
施
設
等
の
現
地
調
査
と
意

見
交
換
を
行
い
、
11
月
に
は
、
農
林
水
産

省
等
に
対
し
、
さ
と
う
き
び
・
で
ん
ぷ
ん

用
か
ん
し
ょ
な
ど
甘
味
資
源
作
物
振
興
対

策
の
充
実
・
強
化
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

製糖工場の調査＝中種子町・５月

平成30年度鹿児島県一般会計補正予算可決
鹿児島県県民の日を定める条例可決

第４回定例会

〈主な論議〉知事の政治姿勢、新たな総合体
育館の整備、鹿児島港本港区エリアまちづく
り、女性活躍の推進など

〈
会
期
〉
11
月
28
日
か
ら
12
月
18
日

ま
で
の
21
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団
　
田
中
良
二
議
員

県
民
連
合
　
　
桃
木
野
幸
一
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
平
成
30
年
度
鹿
児
島
県
一

般
会
計
補
正
予
算
、
鹿
児
島
県
県

民
の
日
を
定
め
る
条
例
な
ど
22
件

の
議
案
を
可
決
、
認
定
又
は
同
意

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
４
件
、
継
続

22
件
を
審
議
、
２
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

促
進
に
関
す
る
意
見
書
１
件
を
可

決

平成３０年度鹿児島県一般会計補正予算可決
副知事の選任同意議案に同意

〈主な論議〉知事の政治姿勢、新たな総合体育館の整備、
学校の施設整備、鹿児島市南部地区の特別支援学校、
明治維新１５０周年関連事業など

〈
会
期
〉
９
月
11
日
か
ら
10
月
４
日

ま
で
の
24
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団
　
酒
匂
卓
郎
議
員

　
　
　
　
　
　
　
宝
来
良
治
議
員

県
民
連
合
　
ふ
く
し
山
ノ
ブ
ス
ケ
議
員

公
明
党
県
議
団
　
成
尾
信
春
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
平
成
30
年
度
鹿
児
島
県
一

般
会
計
補
正
予
算
、
副
知
事
の
選

任
同
意
議
案
な
ど
22
件
の
議
案
を

可
決
、
承
認
又
は
同
意
。
決
算
認

定
議
案
３
件
を
継
続
審
査

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
７
件
、
継
続

19
件
を
審
議
、
２
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
主
要
農
作
物
の
種
子
の

安
定
供
給
・
品
質
確
保
に
関
す
る

意
見
書
な
ど
、
２
件
を
可
決

平成３０年度鹿児島県一般会計補正予算可決

〈主な論議〉硫黄山噴火による影響と対策、新たな
総合体育館の整備、奄美の世界自然遺産登録に向
けた取組、鹿児島港本港区エリアまちづくりなど

〈
会
期
〉
６
月
４
日
か
ら
６
月
22
日

ま
で
の
19
日
間

〈
代
表
質
問
〉

自
民
党
県
議
団
　
　
西
髙
悟
議
員

県
民
連
合
　
　
　
　
柳
誠
子
議
員

〈
一
般
質
問
〉
各
会
派
等
の
16
人

〈
議
案
〉
平
成
30
年
度
鹿
児
島
県
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
15
件
の
議

案
を
可
決
、
承
認
又
は
同
意

〈
請
願
・
陳
情
〉
新
規
６
件
、
継
続

20
件
を
審
議
、
１
件
を
採
択

〈
意
見
書
〉
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
、
３
件

を
可
決

第３回定例会第２回定例会

　
海
外
経
済
交
流
を
促
進
す
る
施

策
等
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
８
月
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ

イ
鹿
児
島
県
人
会
や
日
本
貿
易
振

興
機
構
ハ
ノ
イ
事
務
所
、
日
本
学

生
支
援
機
構
ベ
ト
ナ
ム
事
務
所
、

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
（
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ン

港
）
等
を
訪
問
し
、
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
人
や
モ
ノ
の
交
流
促
進
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
、
12
月
18
日
の

定
例
会
で
は
、
行
政
と
企
業
等
で

連
携
し
た
輸
出
体
制
の
充
実
・
強

化
な
ど
に
つ
い
て
提
言
を
行
い
ま

し
た
。

海
外
経
済
交
流
促
進
等

特
別
委
員
会


